丈 (じょう)記 (き)
鴨長明
　ゆく河 (かわ)の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず。淀 (よど)みに浮 (うか)ぶうたかたは、かつ消えかつ結びて、久しくとまりたる例 (ためし)なし。世 (よの)中 (なか)にある人と栖 (すみか)と、またかくのごとし。
　たましきの都 (みやこ)のうちに、棟 (むね)を並べ、甍 (いらか)を争へ (え)る、高き、いやしき、人の住 (すま)は、世々 (よよ)を経て盡 (つ)きせぬものなれど、これをまことかと尋ぬれば、しありし家 (いえ)は稀 (まれ)なり。或 (あるい)は去年 (こぞ)焼けて今年作れり。或は大家 (おおいえ)亡びて小家 (こいえ)となる。住む人もこれに同じ。所も変らず、人も多かれど、いにし見し人は、二 (に)三 (さん)十 (じゅう)人 (にん)が中 (うち)に、わづ (ず)かにひとりふたりなり。朝 (あした)に死に、夕 (ゆうべ)に生 (うま)るなら、たゞ (だ)水の泡にぞ似たりける。あるい
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